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1. 山紫に  水明らかに 

生業栄え  人皆和して 

希望の光  遍く充てり 

げに飯田市の  輝く天地 

 

2. 南信濃の陽は  照り映えて 

四季行楽に  名を負ふところ 

観光都市の  誉も添ひて 

げに飯田市の  輝く前途 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 落葉に残す  千古の偉業 

烈婦偲ぶ  不断の煙り 

大儒の松風  今なお高し 

げに飯田市の  輝く誇り 

 

4. ああ天恵に  幸負う我等 

協同進取の  旗なびかせて 

目指すは彼方  久遠の理想 

げに飯田市の  輝く使命 

   この歌は、昭和１２年４月１日、飯田町と上飯田町が合併し、市制を施行したと
き、これを記念して東京日知日知新聞社が「飯田市歌」を募集した際、当選した旧松

尾村八幡の犬塚利国氏の作品です。 

 

 

 


